
 

一般廃棄物の現状について 
 
 

環境政策局 北部環境共生センター  



内 容 

１ 大阪湾フェニックスセンターについて 

２ 紙ごみリサイクルについて 

３ 廃棄物の分類と受入量の推移 



受入終了 

受入終了 

大阪湾フェニックスセンター 大阪湾フェニックスセンターについて 



尼崎沖埋立処分場 泉大津沖埋立処分場 

神戸沖埋立処分場 大阪沖埋立処分場 

平成13年～ 平成21年～ 

受入終了 受入終了 

平成24年 9月撮影 平成28年10月撮影 

平成３９年度で受入終了予定 



内 容 

１ 大阪湾フェニックスセンターについて 

２ 紙ごみリサイクルについて 

３ 廃棄物の分類と受入量の推移 





事業ごみの現状と課題 

■ 業者収集ごみの組成（平成２５年度） 

 ・ 本市のクリーンセンターで焼却している業者収集ごみのうち，生ごみ・紙ごみの割合が 

  高く,紙ごみの半分以上はリサイクルできる古紙や雑がみです。 

 ・ 事業所から産業廃棄物であるプラスチック類や缶･びん･ペットボトルが出ています。 

生ごみ 

43.6% 

紙ごみ 

31.9% 

缶・びん・ペッ

トボトル2.2% その他 

9.2% 

プラスチック類 

13.1% 

紙ごみ31.９％のうち， 
・古紙（新聞，ダンボール） 2.9％ 
・雑がみ(紙箱，包装紙等)  14.5％ 
・リサイクルできない紙ごみ 14.5％ 

条例改正について 



段ボール 

雑誌 
（雑がみ） 

新聞 

ボール紙 

絵本など 

新聞紙・雑誌 

印刷用紙など 

トイレットペーパー 

ティッシュペーパー 

段ボール 

紙筒など 

紙パック 

コピー紙 

リサイクルの流れ 



牛乳パック   枚  トイレットロール １個 

 A4用紙    枚      トイレットロール１個       

紙類の原料とリサイクル品の一例 
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内 容 

１ 大阪湾フェニックスセンターについて 

２ 紙ごみリサイクルについて 

３ 廃棄物の分類と受入量の推移 
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法律で定める２０種類 

京都市クリーンセンター 
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ピーク８２万㌧ 

現在４４万㌧(H27) 

大規模改修時には
２工場で処理 

目標値３９万㌧ 
（うちごみ焼却量35万㌧） 

業者収集ごみの 
透明袋での排出義務化 

受入量（燃やすごみ）の推移とクリーンセンターの処理能力 

家庭ごみの 
有料指定袋制の導入 

京都市のごみ処理の現状について 


